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３ 集成材の生産量 
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平成 

集成材の国内生産量の推移 
集成材の国内生産量（左軸） 

製材品に対する 
集成材の割合（右軸） 

年 

• 集成材注の出荷量等については、木材流通構造統計調査（周期年調査）で把握
• 集成材の国内生産量は、集成材工場の業界団体において毎年把握
• 集成材の国内生産量は、平成18年までは増加傾向で推移したが、その後大き
く減少し、近年は微増傾向

（資料：日本集成材工業協同組合、木材需給報告書） 

注：「集成材」とは、ひき板等を繊維方向に平行に集成接着した木材で、寸法安定性に優れている。 
詳細は11ページ（参考２）を参照。 
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(工場数) 

出力階層別国産材の入荷工場数と割合の推移 

300.0kW～ 

150.0～300.0kW 

75.0～150.0kW 

37.5～75.0kW 

7.5～37.5kW 

入荷工場数 
総数 12,665     8,283 5,310 
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72％ 

65％ 

出力階層 
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４ 調査対象工場の規模等について 
• 製材用動力の出力数75.0kW未満の工場における素材入荷量の割合は、９％に低下
• 一方、国産材を入荷している製材用動力の出力数75.0kW未満の工場数の割合は、
65％を占める。

⇒仮に、下限規模を75.0kWから150.0kWへ引き上げると、国産材の入荷工場のうち８割
以上が標本階層となり、国産材の把握に影響が出る恐れ

（資料：木材需給報告書） 

2,646 

1,056 
515  

7,319 

2,728 

1,073  

8,742 

3,483 

1,825 

8,438 

3,859 

2,558 

11,546 

10,579 

11,300 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

平成６ 16 25年 

( ) 

出力階層別素材入荷量と割合の推移 
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合計 38,691     21,705 17,271 
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・ 現在は、オンライン回答を希望する工場のみにＩＤを発行しているが、今後
は全ての調査対象工場にＩＤを発行し、オンライン回答を積極的に勧める。 

・ 調査員に対して、パソコンの設定・操作方法の指導を徹底する。 

・ 調査対象に対して、オンラインシステムの安全性を説明する。 
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（１）オンライン回収率 
調査名・調査対象 オンライン回収率 オンライン回答が進まない理由 

基礎調査 

(

調
査
対
象) 

製材工場 1.6％ ・ 調査対象は小規模な工場が多く(製材工
場：従業者数４人以下の工場が約７割）、
パソコンやインターネット環境が整って
いない。 

・ 会社内のネットワークがインターネット
に接続できない。 

・ 操作ができる者がいない。 
・ 設定や操作が複雑で時間がかかる。 
・ パスワード（確認コード８文字以上）の
設定処理が面倒。 

など・・・ 

木材チップ工場 3.4％ 

合単板工場 3.6％ 

月別調査 
製材月別調査 5.5％ 

合単板月別調査 12.0％ 

（２）オンライン回答率拡大に向けた検討内容 

５ オンライン調査 
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（参考１）標本の抽出
＜基礎調査＞
・製材工場 ・木材チップ工場・合単板工場 

（合単板工場は、木材チップ工場に準ずる。） 

＜月別調査＞
・製材月別調査
都道府県別に素材消費量で目標精度10％を達するように標本数を抽出 

・合単板月別調査 
都道府県別に素材入荷量又は合板生産量の多い順に並べ、85％を上回るまでの工場を抽出 

●第１階層・・・全数

●第２階層・・・抽出

     チップ等生産量（累計）×８％ 
標本数＝───────────────
      第２階層の１工場当たりの 

チップ等生産量（平均） 

●第３階層・・・抽出

     チップ等生産量（累計）×２％ 
標本数＝───────────────
      第３階層の１工場当たりの 

チップ等生産量（平均） 

●新規調査階層・・・全数

大規模出力階層 
製材用動力の出力数 

75.0kW以上 

全数 

小規模出力階層 
製材用動力の出力数 

75.0kW未満 

標本 
３分の１抽出 

新規調査階層 全数 

第１階層  70％ 

 90％ 
 100％ 

第２階層 

第３階層 

新規調査階層  

361
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（参考２）集成材とは
日本農林規格（JAS）における「集成材」の定義
⇒ ひき板、小角材等をその繊維方向を互いにほぼ平行にして、
厚さ、幅及び長さの方向に集成接着をした一般材 

構造物の内部造作（階段材、壁面材等）や構造用集成材（木造住宅の柱、梁、
桁等や大型木造施設）として用いられている。 

接着 

Ｗ 

Ｗ 

Ｗ 

Ｗ 

丸太 

ひき板 

接着 

集成材 

362



 

363


